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【決済pip差注文】における指値・逆指値・トレールの値幅を設定することができます。 

②決済pip差（指値） /  ③決済pip差（逆指） 
決済pip差注文画面における【指値】・【逆指値】 
の初期値を レート差で設定できます。 
 ここはpipでの入力となります。 
（例）USD/JPY  指値幅10銭……「100」と入力。 
        EUR/USD 指値幅10pips……「100」と入力。 

①通貨ペア 
 各通貨ペア名が表示されます。 
   

④トレール幅 
   トレール注文の値幅の設定ができます。 
  初期設定では設定されていません。 
   ※値幅の設定は、レートと同じ表示での入力となります。 
 （例）  USD/JPY トレール幅10銭（＝100pips）…「0.100」と入力。 
        EUR/USD トレール幅 10pips「0.00100」と入力。 
 
   

ワンクリック注文（新規）と同時にあらかじめ設定しているpip差で決済注文を出す方法を【ワンクリック＋決済pip差】注文と言います。 
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⑤ 既定値に戻す 
  各初期値を初期設定の値に戻します。 
  決済pip差(指値)/(逆指)は500に、 
  決済pip差(トレール)は0(設定なしの状態)になります。 
   

⑥一括変更 
     決済pip差（指値）・決済pip差（逆指）の初期値の設定について、 
  全通貨ペアに対し一括で変更することができます。 
    
     ※決済pip差（トレール）は一括で変更できません。 
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【決済pip差トレールの値幅入力】 

値幅を設定します。 

【決済pip差入力】 ここでは、USD/JPYのトレール幅を50銭（=0.500)に設定しました。 

設定が完了すれば、【OK】をクリックします。 
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設定が完了しました。 

ストリーミング注文画面を開くと、トレール幅に
設定した値幅が自動表示されます。 
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